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備後絣の色彩とそのデザインについて
堀田 延子・西本真紀子
 はじめに
絣織りの色彩としては、一般的に紺と白を思い浮かべる。特に木綿の絣布はそうである（１）。しかし、
広島県東部で江戸時代末から生産されだした備後絣は、大正末頃から紺絣の白色部分に赤色・黄色・
浅黄色などを染め込んだ捺染絣の生産を始めた。これらの「色絣」は、京阪神という一大消費地に出
荷されて、日常着用する衣服にも製作され持て囃された。従来は農作業着や寝具のみに使用されてい
た絣布が、その用途を大いに拡大した。更に色絣の手法は１９６０（昭和３５）年頃からウール地にも応用
されて、「ウールの色絣」の和服地が出現した。ウール絣は和服の着装や手入れを簡便にすると共に
色絣の可憐さや素朴さも相俟って、多くの需要を得た。若い女性達も洋服生活の中に和服を加えて、
豊かな衣生活を大いに楽しんだ一時代を築いた（２）。備後絣は自家用の「手前絣」でなく、販売を主と
した地場産業としての「絣」である。
衣文化の伝承・伝播を検討する一環に取り上げた備後絣が、地場産業として繁栄した要因と考えら
れるデザインについて調査してきた。前報（３）は柄の傾向を、本報は色彩を衣文化との関わりから検討
した。色彩については久留米絣、浴衣地やインドネシアの絣布イカットの色も測定し比較したところ、
備後絣の特色が明確となった。
 備後絣の色彩
（１）試 料
試料は前報と同様、本学生活造形研究室所蔵の備後絣スワッチ（約３６×２０）４０６枚、である。
昭和初期、古くても大正末期の絣布である。色彩の比較として使用した久留米絣は、本研究の試料と
した備後絣と同時代に生産され、浴衣地は注染方法による現代のものである。
（２）測定方法
分光測色計（MINOLTA製 CM－３６００d）で備後絣布の染色されている各色の部分や、他の地方で生
産された絣布の色を測色した。それらを色度図に示して色合いや配色を比較した（４）。また、染着の程
度を顕微鏡（NIKON製 OPTIPHOT TYPE－１０４）で確認、比較した。
（３）染料と色相
備後絣に使用された染料は他の絣と同様「藍」である。１８５３年に後の備後絣と名付けられた井桁絣
が考案された２３年後（明治９年）には、地元での藍の栽培が奨励された。そして１８８９（明治２２）年に
は、藍玉の生産高が１０万貫となり全国各地に販売するまでになった。
また明治２０年頃からは、京阪神をはじめ販路を広げた備後絣の需要の伸びと共に、手織機より力織
機を導入して同業者組合を作るなど量産体制がどんどん進んだ。絣糸の染色も染色職人不足と量産の
必要性から、化学染料を導入した。１９０２年頃から硫化染料による染色が始まり、１９１４（大正３）年に
は地元での硫化染料の製造も行われるようになった。他の絣生産地とは異なる動きであるが、絣生産
が地場産業として大きく発展した結果である（２）。
試料とした備後絣の色相は、紺と白のみが１２２枚（全体の３０％）を占めている。色絣の方が多かった。
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地色は藍色を基としており、濃紺が多い。色絣に使用されている色は地色の紺と同系色の濃淡以外
に単色で赤（２１％）、黄（８％）、緑（５％）、ピンクや金茶など（３％）であるが、２色以上使用さ
れているのが３３％もあった。備後絣の生産の主力を、如何に女性向きの和服地に置いていたかが理解
出来る。
図１は絣に最も多く使用される紺色の比較である。の備後絣及びの久留米絣の地色は、共に反
射率１０％以下の黒に近い濃色であった。淡色や中間色では、は４５０～５００nmの範囲で反射率が高く
なり青味が強く、ばらつきも少ない。の方は、青味としてのばらつきが大きく、やや緑がかってい
る。の方が明るい紺である。久留米絣は藍染であって天然染料での染色による色のばらつきが多く
なっているが、備後絣は化学染料を使用しているのでそれが少ない。はインドネシアのイカットの
紺である。の地色よりは明るいが、中間色としては反射率が２０％以下で明るさは低い。
図１－ 青（備後絣）
図２－ 備後絣の全色
図１－ 青（イカット）
図１－ 青（久留米絣）
図２－ 浴衣の全色
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図２は使用されている色全部を示している。の備後絣と比較するとの浴衣は、夫々の色で纏
まっており、色相の差がはっきり鮮やかで明るい。備後絣の色合いは、穏やかである。
各色について検討した。図３－はよく使用されている赤色の比較である。備後絣の赤色は、や
や黄色味を帯びてもいるが試料間のばらつきがやや大きくて、明るい色もあるがくすんだ色も多い。
浴衣の赤色は、黄色～赤色までの色合いを持ち、反射率も高くて鮮やかである。図３－は緑色の
反射曲線である。備後絣は青味の多い緑である。明るい色とやや暗い色と２分化している。浴衣は試
料間のばらつきが多く、ほとんどが青味の緑であるが赤や黄を帯びた緑もみられた。明るさについて
は、備後絣の暗い方の緑と同等位から４倍位も明るい緑もあった。
「色絣」の製作には次の２方法ある。
 製織時に絣糸や地色糸以外に色糸を
加える。縞や格子柄の制作と同じ（色入り
絣）。
 絣糸の白抜き部分に地色以外の色を
刷り込む。既に染色されている部分を防染
しないで、染料を直接刷り込む（刷り込み
絣）。多色刷りが容易である。
図４はの刷り込み絣が、機械化された
染液の刷り込みの装置で製作されていく様
子である。図の左から右の方に絣糸が移動
していく。左手前の白抜きになっている部
図３－ 緑（備後絣）
図３－ 赤（備後絣）
図４ 染液の刷り込み（貝原歴史資料館）
図３－ 緑（浴衣）
図３－ 赤（浴衣）
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分に、上に溜められた赤色の染液が注がれている。（図では右側の奥。） 注がれた染料の上を、箆（右
手前）で擦って染料の浸透をよくする。
次に顕微鏡で織糸の断面を撮影して、備後絣の地色や刷り込まれた色の染着性を検討した。いずれ
も倍率は１０倍である。図５－は備後絣の地色の紺と刷り込みの赤色の交錯部分である。紺は全体に
よく染色されているが、赤は糸の中心辺りの繊維が染色されていない。は刷り込み色の緑の交錯部
分であるが、経糸緯糸共に芯まで染液が充分浸透していなくて、薄い緑や黄色に染まっている。参考
とした久留米絣（図５－）や浴衣地（図５－）は経糸緯糸共に全体が充分染色されている状態がわ
かる。備後絣布の染色堅牢度については、多色染め絣の日常着や街着であって労働着ではないという
ことで、あまり重視されなかったと考えられる。
 色絣のデザイン
備後絣を色彩のデザインから検討する。絣糸の配置で縞や格子を表現したり、刷り込み色の入った
絣糸によるグラデーションなどが布幅いっぱいに広がっている。浴衣の色彩の様に鮮やかで明るい色
合いではないが、多くの色を組み合わせて素晴らしいデザインを作り出している。数例を図６に示す。
はポピュラーな経緯絣であるが、地色にピンクの経糸を１本入れることにより、とてもソフトな感
じになっている。は白抜きの絣糸を経緯に配し、絣の白い部分をずらせて組み合わせることにより、
全体に立体的な斜め柄を構成して躍動感も醸し出している。経方向に所々入っている刷り込み色の赤
がアクセントカラーとなって、更にそれを強調している。の黄色を刷り込んだ絣糸の経緯の組み合
わせ方が、絣布とは感じさせないデザインである。の絣と縞の組み合わせは、布団柄又は若い女性
図５－ 備後絣
図５－ 久留米絣
図５－ 備後絣
図５－ 浴衣
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の和服になったと思われる柄である。部分的に拡大して、縞と絣によるグラデーションの素晴らしさ
を確認する（・）。では、濃紺の部分の絣足が、グラデーションと赤色の縞を引き立たせてい
る。
 まとめ
備後絣は絣織りとしては後発の取り組みではあったが、日本の各地の絣織り産地と同様に地場産業
として栄え、特に大正から昭和期には繁栄を謳歌した。昭和３５年には日本最大の絣産地と呼ばれるま
でになり、更に素材に木綿だけでなくウールも使用した「ウール絣」を作り出した。ウール絣は和服
図６－
図６－
図６－
絣と縞の組み合わせなどによるデザイン（全体）
図６－
図６－
図６－
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界に、賑わいと革命をもたらしたと言っても過言ではないであろう。そして備後絣は一大消費地であ
る京阪神に市場を確保し、絣布ではあるが街着にもなる和服地を主商品とした。労働着に使用されて
いた絣布の利用範囲を拡大し、機械化と化学染料の使用による大量生産を行ったことと「色絣」と言
われる捺染絣の生産は備後絣を特徴づけるものである。
備後絣の色調は浴衣のように鮮明な色合いではないが、アクセントカラーを生かすことによって洒
落た雰囲気を醸し出している。また、色絣の縞と絣の組み合わせによる素晴らしい感性を持つデザイ
ンは、現代のデザインソースとしても十分生かされるに値するものである。
ライフスタイルの変化と共に急激に衰退した備後絣であるが、現在そのデザインの絵柄の保存に力
を注ぎ、活用していく努力がなされている（２）。今後の保存の動きを更に追跡したいと考えている。
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A Study on the Color and Design of Bingo-Kasuri
Nobuko HOTTA and Makiko NISHIMOTO
We examined the colors of Bingo-Kasuri from the standpoint of the tradition and propagation of clothes
culture. Unlike other Kasuri, many Kasuri using many colors called Iro-Kasuri were produced as Bingo-Kasuri.
Although Bingo-Kasuri was stained using a chemical dye, the tone of the colors was subtle and the color
combinations produced a lot of unique designs.
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